
4年間の学びの流れ 黒太字 ： 必修科目

その他：選択必修

１
次
年

２
次
年

３
次
年

４
次
年

大学生にふさわしい
リテラシーと日本文化の
基礎的知識を身につけ、
実技を通して
日本文化を体感します。

各分野における
日本文化の学問の中から
自らの興味の対象を
絞っていきます。
資格に関わる学びも
本格化します。

専門分野の研究を進めます。
卒論執筆のための資料収集力、
調査・分析力、
考察する力を身につけます。

専門分野の研究を極め、
4年間の学びの集大成として
卒業論文を制作します。

 ・文献演習（ 1 ）
 ・文献演習（ 2 ）
 ・卒業研究演習
 ・卒業研究

・日本文化実技Ⅰ（ 1 ）（書道）
・日本文化実技Ⅰ（ 2 ）（書道）
・日本文化実技Ⅱ（ 1 ）（日本舞踊）
・日本文化実技Ⅱ（ 2 ）（日本舞踊）
・日本文化実技Ⅲ（ 1 ）（茶道）
・日本文化実技Ⅲ（ 2 ）（茶道）
・日本文化実技Ⅳ（ 1 ）（華道）
・日本文化実技Ⅳ（ 2 ）（華道）
・日本文化実技Ⅴ（ 1 ）（日本画）
・日本文化実技Ⅴ（ 2 ）（日本画）
・日本文化実技Ⅵ（ 1 ）

）謡・舞仕の能（  
・日本文化実技Ⅵ（ 2 ）

）謡・舞仕の能（ 

 ・基礎ゼミナール
 ・日本文化入門（ 1 ）
 ・日本文化入門（ 2 ）

共通

・日本文学史（古典）
・日本文学史（近現代）
・古典文学概論
・古典文学講義

論概学文代近・ 
義講学文代近・ 

・漢文学（ 1 ）
・漢文学（ 2 ）

界世と学文本日・ 
・書道学

む読を字しずく・ 

日本文学

・日本語学（ 1 ）
）む含を語言声音（  

・日本語学（ 2 ）
）む含を語言声音（  

・日本語と文化（ 1 ）
・日本語と文化（２）
・日本語と社会
・言語学概論

）む含を学語言照対（  
・日本語教育入門（ 1 ）
・日本語教育入門（ 2 ）
・日本語教育の歴史と現状

日本語学・
日本語
教育学 実技科目

・日本の美術（ 1 ）
・日本の美術（ 2 ）
・日本の伝統芸能（ 1 ）
・日本の伝統芸能（ 2 ）
・日本の民話・神話（ 1 ）
・日本の民話・神話（ 2 ）
・日本の祭りと儀礼
・日本風俗史

美術史学・
民俗学

・日本語の歴史
・日本語と心理

） 1 （究研語本日代現・ 
） 2 （究研語本日代現・ 

・日本語教育講義
・日本語教授法（初級編）
・日本語教授法（中上級編）
・日本語教育海外実習
・文章表現法

・日本の絵画
・日本の仏像
・文化財の保護と修復（ 1 ）
・文化財の保護と修復（ 2 ）
・日本の宗教と思想（ 1 ）
・日本の宗教と思想（ 2 ）
・日本の漫画・アニメ文化

・日本文学と女性（古典）
・日本文学と女性（近現代）
・文化と文学（古典）
・文化と文学（近現代）

 ・プレゼミナール

日本語学・
日本語
教育学

美術史学・
民俗学日本文学

共通

・日本文化専門演習Ⅴ（ 1 ）
）術美本日（  

・日本文化専門演習Ⅴ（ 2 ）
）術美本日（  

・日本文化専門演習Ⅵ（ 1 ）
）学俗民・能芸統伝（  

・日本文化専門演習Ⅵ（ 2 ）
）学俗民・能芸統伝（  

・日本文化専門演習Ⅱ（ 1 ）
）学文典古本日（  

・日本文化専門演習Ⅱ（ 2 ）
）学文典古本日（  

・日本文化専門演習Ⅲ（ 1 ）
）学文代近本日（  

・日本文化専門演習Ⅲ（ 2 ）
）学文代近本日（ 

日本文学

・日本語教育演習
）む含を習実育教語本日（  

・日本文化専門演習Ⅰ（ 1 ）
）論化文本日・化文較比（  

・日本文化専門演習Ⅰ（ 2 ）
）論化文本日・化文較比（  

・日本文化専門演習Ⅳ（ 1 ）
）学語本日（  

・日本文化専門演習Ⅳ（ 2 ）
）学語本日（ 

日本語学・
日本語
教育学

美術史学・
民俗学

共通
外国人に日本語を教授する人材を養成するためのコースです。
日本文化学科独自の日本語教員養成コースを開設しています。

▶日本語教員養成コース

※カリキュラムは2026年度のものです。科目等は変更になる可能性があります。

※設置者変更認可申請中。設置計画は予定であり、変更となる場合があります。

卒業（124単位以上）

必修科目（30単位）
選択必修科目（66単位以上）
選択科目（28単位以上）

カリキュラムの特色
古典文学、近代文学、日本語学、日本語教育学、美術史学、民俗学、という多様
な専門科目を通して、総合的に日本文化を学んでいきます。また、専門科目以外
にも、書道、日本舞踊、茶道、華道、日本画、能の仕舞と謡という六つの実技科
目を設けており、実践的に日本文化に触れることができるのも魅力です。


